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第 13号 

2024年 12月 

富士市立丘小学校 

PTA成人教育部発行 

11月 26日（火）に、家庭教育部主催の PTA 給食試食会が行われました。 

当日はたくさんの保護者の方が参加され、にぎやかな会となりました。 富士市で作られた

「ねぎ」をたっぷりと使われたつくね、具がたくさん入った味噌汁、温かいご飯 etc。地元で

作られた食材を使った温かな給食を頂くことができました。栄養面のことはもちろん、衛生

面、感染症の予防など、子供たちのために徹底的に管理されていて、調理師さんを始め、関わ

って下さっている方たちに感謝の気持ちでいっぱいになりました。 

試食の前に、給食の始まりや食育等、給食に関してのお話や、富士市では昭和 22年から給

食が始まり、現在はお米を中心とした日本食型食生活の「富士山おむすび計画」を推進してい

ることを教えていただきました。 

1・4年生の配膳の様子を取材しました。 

1年生も入学から半年以上経ち、自分たちの手で

慣れた様子で配膳していました。準備から「いただ

きます」までがとても早く、びっくりしました。 

4年生は先生とやるべき事をしっかりと確認し、 

自分たちでてきぱきと支度をしていて、さすがお兄

さん・ お姉さんだなと感じました。先生方もエプ

ロン・三角巾をつけ、配膳の抜けがないか しっか

りと確認していました。余ったデザードのヨーグル

トをかけ、じゃんけんしている子供たちにとてもほ

っこりした気持ちになりました。 

試食会に参加した保護者の皆さんは、6

年生の教室をお借りして、試食しました。

出来たてで温かくて、食材もたっぷり使わ

れている給食。それを毎日食べている子供

たちを羨しく思いながら…どこか懐しく温

かい気持ちになりました。改めて給食のあ

りがたさを感じられる 一日となりました。 

子供たちの配膳の様子 

本日のメニュー 

慣れた様子で 

 どんどん配膳しています。 

給食当番の体調や服装

を確認しています。 


